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バナナ、焼き鳥、パン、シューマイ、

たこ焼き……言われなければこれが笛

だとは誰も気付かない。いずれも本物

そっくり。たこ焼きは、ソースの照り

や青のりの散り具合、さりげなく刺さ

れた３本のつまようじに発泡スチロー

ル容器のソースの汚れまでが忠実に再

現されている。

材料は模型用のバルサ材やオーブン陶

土などだ。短音だけのものもあるが、

ほとんどが音階を表現でき、ひとたび

坂井さんの手にかかると美しい音色を

奏で始める。

今では坂井さんの演奏会に欠かせない

必須の楽器となっている。

最初は鷲見さんから坂井さんへ

のクリスマスプレゼントだった。

「坂井さんのオカリナを聴いて、

楽器が歌っている！と感じました。

まるで人が歌っているような優

しくて温かく懐かしい音色。心

が癒やされ、静かな感動に包ま

れました。自分もそんな感動を

届ける演奏会の一翼を担いたいと、

変わり笛を作ってプレゼントする

ことを思いつきました」

バナナにそっくり

の形にしようと決

めたが、楽器を作

るのは初めて。仕事

の合間を縫いなが

ら木くずに埋もれて

の作業は１カ月以上

かかった。

難しかったのは音階を

表現する穴の位置。音

のバランスを確認しな

がら開けては閉じる試行錯誤が続いた。

夜中作業で笛を手に握ったまま寝込ん

でしまったことも。

実際のバナナに張られているミニシー

ルも、奥さんの円さ

んがパソコンで作って

再現した。坂井さんの

似顔絵入りだ。

夫婦合作で完成した

笛の名前は「バナリー

ナ」。バナナ＋オカリ

ナの合成語である。

以来、毎年制作、現

在10種類の変わり笛が

演奏会を彩っている。

変わり笛が登場して坂井さんの演奏会

が変わった。

まず、説明もなく変わり笛を口にする

坂井さんに子どもたちの目は「？」。音

が流れ出すと「あ、バナナを吹いている！」

と大騒ぎになる。演奏後は周りに押し

寄せて、真剣に「ちょうだい！」とねだ

る子どももいる。

大人にも「こんな笛を作ってくれる人

がそばにいること自体が素晴らしい」「家

族のきずなの温かさが伝わってくる」

と感動を呼んでいる。

演奏会は、聴衆とのやり取りなどから

場が盛り上 がることも醍

醐味で、変わり笛が大きく役立っている。

「ものを作る楽しさに加えて、お父さ

んに吹いてもらえる喜び、それを聴い

た人が楽しんでくれるうれしさ……３

倍の手応えがたまりません。これから

も作り続けたいですね」

坂井さんが始めた笛の響きによる感動

の輪に変わり笛が加わり、より多くの

人たちの心を温かくしている。

今年はどんな変わり笛が登場するかは、

完成するまで家族にも内緒だという。

（取材・越智田）
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